                                             　　 　平成２４年３月１日 
平成２４年度「ほっとはあと」ものづくり支援事業実施要項
１　　事業主体
      　京都府からの委託を受け、特定非営利活動法人京都ほっとはあとセン　　　ター（以下「センター」という。）がものづくり支援事業（以下「支援　　　事業」という。）を実施する。
２　  支援事業
    　　センターはものづくり支援員（以下「支援員」という。）を採用して、　　　ものづくりを行う障害者施設に出向させ、施設の利用者のスキルアップ　　　等に資する。
３ 　 出向対象施設及び支援員の選任　
（１）　出向対象施設は就労継続支援A型・B型事業所、就労移行支援事　　　  業所等のものづくりを行う障害者施設(以下「施設」という。)とする。
（２）　支援員の出向を希望する施設は当該施設に適した支援員の候補者をセ　　　ンターに推薦する。　　　　　　
        ただし、既に当該施設で採用している職員を本事業の支援員として 　　　推薦することはできない。推薦の時点で職に就いていない者を推薦対象　　　とする。
 　   　推薦に際しては、「「ほっとはあと」ものづくり支援員候補者推薦書」　　　（第1号様式）を提出すると共に、支援員の履歴書及び健康診断書を併　　　せ提出する。
（３）　センターは支援員候補と面接し、適当と認められた場合は、支援員と　　　して選任し、当該施設に出向させるとともに、当該施設と「「ほっとは　　　あと」ものづくり支援事業に係る出向契約書」(第２号様式）を締結す　　　る。
　　　　なお、センターは、支援員選任に際し、必要に応じ当該施設から状　　　　況を聴取することができる。
（４）  支援員の出向期間（任用期間）は６か月以内とする。ただし、１回に　　　限りその期間を更新できるものとするが、当該年度末までとする。
（５）　支援員が出向期間(任用期間）の更新を希望する場合は、出向期間終　　　了の１か月前までにセンターにその意思を通知すること。
      　
（６）　施設が、支援員の出向期間の更新を希望する場合は、出向期間終了の　　　１か月前までに「「ほっとはあと」ものくり支援員出向期間更新申請書 」　　 　(第５号様式）をセンターに提出する。
      　
（７）　センターは、支援員の出向期間(任用期間）の更新の意思を確認し、　　　面談を行ない 適当と認める場合は、ものづくり支援員の出向期間(任用期　　　間）を更新し、当該施設と「「ほっとはあと」ものづくり支援事業に係　　　る出向契約書」第２号様式）を締結する。
４　　支援員
（１）　支援員は施設に出向し、施設の指揮・命令に従ってものづくりに従事　　　する。
      　なお、支援員は生活介護や施設事務処理等の業務に従事するものでは　　　ない。
（２）　支援員の勤務時間は１週におおむね３０時間以上とし、時間外勤務　　　　及び休日勤務は認めない。
（３）　支援員の賃金は１時間につき８９０円とし、通勤手当はセンターの支　　　給規程に基づき支給する。
（４）　支援員に係る雇用保険、健康保険、厚生年金については、センターの適用とし、保険料の事業主負担分をセンターが負担する。　　　　　　なお、労働者災害補償保険は施設の適用とし、保険料は施設で負担する。
        施設は支援員の賃金の支給及び社会保険の手続に協力するものとす　　　　る。
（５）  支援員の施設での業務に必要な資材・消耗品等は施設で準備する。
        定期健康診断等を施設が実施して、支援員に受診させた場合は、その　　　経費は施設の負担とする。
（６）　支援員の勤務条件については、該当施設の服務規程・就業規則等に従　　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、この実施要項で定められた事項については、この実施要項に　　　従う。
（７）　支援員の出張旅費については、施設用務については施設の支給規程に　　　基づき施設負担とし、センター用務についてはセンター負担とし、セン　　　ターの支給規程に基づき支給する。　
５　　機密の保持等
（１）　支援員は業務遂行上知り得た施設の一切の機密を保持しなければなら　　　ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設の業務の遂行以外の如何なる目的にも使用してはならない。
（２）　前項の機密保持の義務は、この出向期間の終了又は解除後も同様とす　　　る。
（３）　支援員が前２項の機密保持義務に違反した場合、その他この契約に違　　　反して施設に損害を発生させたときは、その責めを負う。
（４）　その他、支援員の故意又は過失により、施設に損害を与えた場合は、　　　施設の定めによる。
　
６　    施設からの事業実施上の報告等
（１）　毎月ごとに施設から支援員の勤務時間及び勤務状況についてセンター　　　に「「ほっとはあと」ものづくり支援員勤務状況報告書」（第３号様式）　　　(以下「勤務状況報告書」という。)を提出する。
        センターは勤務状況報告書に基づき支援員に賃金等を支払う。
（２）　施設は出向期間が終了後、速やかに支援事業の実績・成果等について　　　センターに「「ほっとはあと」ものづくり支援事業実績報告書」（第4　　　　号様式（以下「実績報告書」という。）を提出する。
        なお、センターは実績報告書の「写」を京都府に提出する。
７　　　施設は本事業に係わる重要事項の変更（施設名の変更、代表者の変更　　　等）については、「「ほっとはあと」ものづくり支援事業重要事項変更報告　　　 書」（第６号様式）により速やかにセンターに報告すること。
８　　その他
      　施設、支援員及びセンターは支援事業の円滑な遂行をめざし協力する。
      　また、この実施要項に定めのない事項については相互に協議して定め　　　る。
